
2020.６.１

8

新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
地
が
決
定
し
ま
し
た

建
設
地
は
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー(

三
福
寺
町)

現
焼
却
施
設
の
東
側

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
地
元
町
内
会
の
皆
さ
ま
と
建
設
に
つ

い
て
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
環
境
対
策
な
ど
の
実
施
を
前
提

と
し
て
新
施
設
の
建
設
事
業
を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
町
内
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
市
の
ご
み
行
政
お
よ
び
新

施
設
の
建
設
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
決
断
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
で
は
、
施
設
周
辺
地
域
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
新

施
設
に
お
い
て
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
環
境
対
策
を
講
じ
る

ほ
か
、
住
み
よ
い
地
域
と
す
る
た
め
の
住
環
境
の
整
備
、
搬

入
車
両
対
策
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
環
境
を
保
全
し
、
持
続
可
能
な
循

環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
、
今
後
も
ご
み
の
減
量

化
、
分
別
の
徹
底
に
加
え
、
食
品
ロ
ス
お
よ
び
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
削
減
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
具
体
的
な
環
境
対
策
な
ど

・
焼
却
施
設
の
排
ガ
ス
が
周
辺
の
大
気
に
与
え
る
影

響
を
極
め
て
小
さ
く
す
る
た
め
の
排
出
規
制
値
の

設
定

・
建
物
の
配
置
や
煙
突
の
高
さ
の
検
討

・
有
害
物
質
測
定
な
ど
の
監
視
強
化
お
よ
び
ご
み
焼

却
熱
の
有
効
利
用

・
環
境
に
配
慮
し
た
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
推
進

〇
新
施
設
の
完
成

・
令
和
８
年
度
運
用
開
始
予
定

・
完
成
ま
で
は
現
施
設
の
性
能
を
維
持
し
、
安
全
で

適
正
な
ご
み
処
理
を
継
続

問
合 

ご
み
処
理
場
建
設
推
進
室　

☎
57-

５
１
７
７

トンネル内設備や土木構造物の点検、補修、
清掃などを実施するため、左記のカレンダー
のとおり通行止めをさせていただきます。

ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力を
お願いいたします。

■実施日によって通行止めの区間が異なります。
■土日の夜は、通行止めを行いません。

東海北陸道  飛驒清見 IC

工事通行止めのお知らせ

６月22日㈪～７月１０日㈮のうち１０夜間  各日２０時→翌６時

小矢部砺波ＪＣＴ

実施日

通行止め区間

通行止め実施日 予備日

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

6 月 7 月

⇔
⇔

⇔
⇔

⇔

3.4km

7.7km

16.3km

15.2km

25.3km

小矢部砺波JCT

南砺スマートIC

福光IC

五箇山IC

白川郷IC

飛驒清見IC

現焼却施設現焼却施設

新ごみ処理施設建設地新ごみ処理施設建設地




